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し

黒安 ・ア 道 ノ 岩 ＿，、 モ 附 一ー． 石 ナ
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一
屋 ? j昆厚 JV 1J、 f初ド ナ モ 黄 jv 露少鍍、
尻 プ 靖 サ 毛 字窃 セ I 餓純頭 ナ ，，、

勢石 .7. ノ、 質 棚賦 ノV 、 鍍硫 一 ') 時、 、 、
尻英其ー劣浮 ヲ 硫如床黄就宇岩、
矢粗頒寸等 猿 ナ 黄 ジニ鍍 ブ 曾 一、
方面布乃 ーー ケ セ ヲ 猶尺床検利合、
面岩 ノ 至 ジ森 ノV 探 オt 乃玉 ス 硫銅

一 ヨ 匝 ニ プ 附 毛 ~~小至 寸 ノV 黄 硫

後 ク 域尺炭近 ノ ス 亦四 乃 ーー 山 化、 、
達 分和、ーー 量岩 ア 枇 川 尺至 石 J、録i
ス 離大 ジ僅屋 ノV 鎖 － ー ナ 七英恐 ノ
JV ジ ナ プ 少 小 モ ノ、 ~月n' ノV 尺 粗 山 浸

毛 厚 ソ 時 ナ 字其恐 ヒ 土 ナ 面湖 染

fニλぐ． サ ト 一 ? 柔量 山 高壊 JV 岩 ノ シ、
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f且 プ 入 '} 幅山 Jlj ーー 以 ソ 蓬 ス ．ニ、
JV ~if.. 山 、 ナ瀬地地二於 ブ T ス ノ

ヲ 周 ク 波 面 ケ 海虚 ノV
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千
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、 、
十蓋 l隔島 へ亙 寒 寒河 ジ 鵠 ノ、 _.__ 

ア キ ジ入河河流卒 山 西ハ 山 地

'} モ 以 ') 江江 ノ 地 等部き 扇 ノ、 、
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地！換脈川 J、 等 ノ ノ 起 ノ 一一 山 北、
紋 一 念 一 山 J、 南 三ノ 北十 鷲 ノ
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ノ ヲ ;V 一 さ詮 ノ 川東 壁 脈 米連 －＇，、、
高 i塙 出走 匿lノ、 j古部 ヲ ア 一 亙 之

ー戸，－：：
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